































る。 表現としての 「ケレン」 がないのに、 見る角度を変えると
全く違う心が見えてくる作品が多い。
3  監督の世界
　私は長崎監督と 3 本の映画に関わっている。 「誘惑者」 「ワ
イルドサイド」 「西の魔女が死んだ」 である。






渡部 眞   Makoto WATANABE
Department of Visual Media・Professor
Ⅰ  撮影監督としての視点  "Cinematographer's Point of View"
映像メディア学科・助教・プロデューサー
柿沼 岳志   Takeshi KAKINUMA
Department of Visual Media・Assistant Professor
Ⅱ  プロダクション・ノート  		"Production Notes"
映像メディア学科・専任講師・整音・MA 担当
森 幸長   Yukinaga MORI
Department of Visual Media・Lecturer
Ⅲ  MA、整音、音響効果、劇場用マスタリングについて  　　
　    "Sound Manipulation in Studio and Theater"
映像メディア学科・専任講師・音楽担当
鈴木 悦久   Yoshihisa SUZUKI
Department of Visual Media・Lecturer
Ⅳ  音楽制作について〜作曲の動機と楽曲解説  　　
　    "The Motive of Score Composition"
映像メディア学科・専任講師・グレーディング担当
齋藤 正和　Masakazu SAITO
Department of Visual Media・Lecturer
Ⅴ  カラーグレーディングについて  "Color Grading Technique"
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　初めて参加した 「誘惑者」 は多重人格の患者 （秋吉久美子）






























の選定はいつも迷う。 大学にある RED ONE を使えば 4k とい
う高品質な映像が手に入るが、 機動性を考え今回は CANON 
C-100 を使っての撮影にした。 品質としては C-300 の仕様
が望ましいと思ったが、 C-100 本体から HDMI ケーブルで
NINJYA につなげて収録すれば C-300 と同等の高画質映像が
ProRes （プロレズ） という方式で取得できるということがわかり、
であれば卑屈になることなく堂々とこちらを選択できると決断し







使用した。 ズームは 15.5 〜 47mm と 30 〜 105mm の二種類が
あり、 使い分けたが、 STEADICAM 用には EFS15 〜 85mm と
いう写真用のレンズで対応した。 カバーする範囲は C-100 の














していくことが必至であり、 DaVinci が活用された。 以前はプロ
ラボでしか使えない高価なソフトであったが、 後述されるように
DaVinci Resolve Lite の出現で一気に一般化され、 グレーディ
ングという作業の 「開放」 が行われた。 現在は使用過多に陥っ
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Ⅱ  プロダクション・ノート
柿沼岳志  Takeshi KAKINUMA
1  プリプロダクション
1-1  企画、脚本  ｜ 2012 年

























くん、 島田愛さん、 堂山紗苗さん、 山本航平くんの５名である。


















くん、 鈴木理恵子さん、 外部からは廣瀬菜都美さん、 名古屋
学芸大学出身で俳優の宮谷達也くん。 それに宮谷くんの主宰
する劇団 「演劇組織 KIMYO」 の相棒である山本一樹くんの５














　監督からの新しい脚本が完成したのは 7 月 23 日。 タイトル
は 『唇はどこ？』 に変更され、 テストに参加してくれた 5 名の
俳優たちは全員メインキャストとして採用された。 最終的な決定
稿があがったのは 8 月 12 日であったが、 準備稿を元に私は
予算組とスタッフィングを始めた。 スタッフは助監督２名、 録音
部２名、 スタイリスト１名、 合成１名。 全員名古屋で活躍するベ
テランを集めることが出来た。 音楽は鈴木悦久先生、 カラーグ
レーディング （色調整） は齋藤正和先生がそれぞれ担当する。










“ HAPPENING ON LIPS ”
渡部 眞、柿沼 岳志、森 幸長、鈴木 悦久、齋藤 正和
Makoto WATANABE,Takeshi KAKINUMA,Yukinaga MORI,Yoshihisa SUZUKI,Masakazu SAITO
2  プロダクション  ｜ 2013 年　夏　









影には OK と NG の違いがあってないようなものであるからだ。
うまい芝居をしていることが OK な訳ではない。 芝居がうまくで
きないことに混乱する姿が OK であるかも知れないのだ。 すべ
ては監督の頭の中にある。 結果的には全てのテイクが事実上、




























































　7 月 4 日に学内での完成試写をはじめ数回の試写を行い、
その都度微調整が行われた。 9 月 9 日に通常営業後伏見ミリ
オン座をお借りしての関係者試写が行われ、 映画プロジェクト
2013 − 2014、 長崎俊一監督作品 『唇はどこ？』 は完成した
のだった。
4　公開へ向けて  ｜ 2015 年　
　後期は学内行事が目白押しでなかなか完成披露会のタイミン
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1.1  MA とは
　MA とは （マルチオーディオ） の略でセリフや音楽、 音響効
果音などの音を録音しバランスをとりミキシングすることである。
また日本独特の呼び名でもあり海外では AudioSuite や Audio 
Post Productionなどと呼ばれている。磁気テープのマルチトラッ
クレコーダーを使用して音をミキシングしていたことから日本で
は MA と呼ばれることになった様だ。 元来映画における音作り
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A 特性での値 （聴感値 47dB） C 特性での値 56dB　F 特性
での値 59dB この時の CF-350 の値は、 最大音量周波数が

















　以上の測定値と、 監督、 スタッフの意見を考慮し、 ２回目の
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離として捉え、 その距離感の異なる 3 つの視点をテーマとして





































楽曲 「映画全体を見渡す視点」 は、主部 A - B （変ロ長調） と、
転調を含んだ中間部 C - C´- D、 A と同様の和声進行を持ち




























　「2， 監督からの視点」 を示す楽曲は、 前述の 「映画全体を
見渡す視点」 よりも、 より映画の物語性に近い視点となる楽曲
楽譜 1 ： 「映画全体を見渡す視点」 となる楽曲の冒頭部分 （M18）
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それも呑気にと思っています。 （2014 年 2 月 26 日）
　監督とのやりとりの中にある上記の言葉から、 本楽曲では複
雑な展開や技巧的な編曲を避けて作曲され、 ハ長調で書かれ
た主部 A - B - A と変ホ長調へ転調する中間部 C - D、 そし
て再びハ長調へと戻る主部 A´ で構成されている。
　平均律上あまり複雑な響きを持たないハ長調で書かれた主部
A - B - A は、 Ⅰ - Ⅴの和声進行に、 4 分音符の伴奏と 4 分、
8 分音符のみの単純な旋律、 8 分、 16 分音符の組み合わせ
による跳ねたリズムを用いたアドリブソロの旋律で構成される。
単純な伴奏の上に奏でられる規則性のないソロパートは、 登場
人物と監督との関係や距離を示している。 中間部 C - D の冒
頭に用いられる B ♭の和音は、 主調となるハ長調のⅣの和音
をⅤとした際のⅠの和音であり、 主調から展開させる際、 より
広がる響きとなる。 この和音をⅤとする変ホ長調への転調から

















　映画の冒頭で 「何だったのかなあ、 あの時間」 という登場人
物 “リエ” のナレーションがある。 この言葉を作曲の動機として、
童謡などで多く用いられる 2 部形式の楽曲を作曲した。 この登
場人物が回想する心情を、 唱歌 「思い出のアルバム （作詞 ：
増子とし、 作曲 ： 本多鉄麿）」 の旋律を模倣し、 音楽的に表
現している。






















楽譜 2 ： 「監督からの視点」 となる楽曲の冒頭部分 （M2）
楽譜 3 ： 模倣部分 （M16）
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Ⅴ  カラーグレーディングについて
齋藤 正和 Masakazu SAITO
1 カラーグレーディング
1.1 カラーグレーディングとは
　カラーグレーディング （Color Grading） は、 ポスト ・ プロダク
ション作業の 1 つであり、 大きく 2 つの目的がある。
　１つ目は前後のカットの色味を合わせたり、 撮影時の色が正
確に表現されるよう色彩を補正する作業である。 2 つ目はカメラ






















のカラーグレーディングを Davinci Resolvei Lite で行った。 「点
の世界」は名古屋を舞台とするショートストーリーのコンテストと、
コンテストで受賞した作品を映像化する 「ショートストーリー名
古屋」 のために制作された。 監督 ・ 撮影 ・ 編集を渡部教授
がされ、 尺は約 25 分であった。 尺自体はそれほど長いわけで




念されたが、 2 度目ということもあり、 ある程度ノウハウも蓄積さ







●長崎監督から頂いた編集データを Premiere から XML
形式で書き出す
●書き出した XML ファイルを Davinci Resolve lite で読み
込みタイムラインを再構築
　《グレーディング作業》






●上映マスターとしてムービーファイル （Apple Prores 
422 HQ コーデック） と、 Blu-ray Disc を作成
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DaVinci Resolve lite 10.15 
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